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著
者
戚
印
平
（
中
国
・
浙
江
大
学
教
授
）
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
エ

ズ
ス
会
宣
教
史
の
研
究
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
国
人
研
究
者
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
取
り
あ
げ
る
三
作
が
刊
行
さ
れ
る
前
に
、
す
で
に
『
日
本
早
期
耶

蘇
会
史
研
究
（
日
本
早
期
イ
エ
ズ
ス
会
史
研
究
）』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三

年
）
と
『
東
亜
近
世
耶
蘇
会
史
論
集
（
東
ア
ジ
ア
近
世
イ
エ
ズ
ス
会
史
論
集
）』

（
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
〇
四
年
）
を
上
梓
し
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
研

究
を
精
力
的
に
お
こ
な
い
、
多
く
の
成
果
を
世
に
問
う
て
き
た
氏
の
姿
勢
は

刮か
つ

目も
く

に
値
す
る
。

　
日
本
国
内
で
こ
の
五
冊
を
揃
え
て
い
る
の
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
の
図
書
館
の
み
で
あ
る
。
戚
氏
の
研
究
は
中
国
語
で
出
版
さ
れ
て
い
る

た
め
、
日
本
国
内
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
研

究
内
容
は
、
日
本
人
研
究
者
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
が
、

中
国
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
研
究
の
最
新
成
果

　

―
戚
印
平
氏
の
三
著
作
を
中
心
に
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中
国
語
文
献
を
も
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
。

　
戚
氏
は
、
中
国
語
圏
に
お
け
る
従
来
の
研
究
と
違
う
角
度
か
ら
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ズ
ス

会
の
献
身
的
な
宣
教
、
教
育
、
慈
善
な
ど
の
光
の
部
分
よ
り
も
、
そ
の
裏
に

あ
る
よ
う
な
世
俗
性
、
政
治
性
、
商
業
性
を
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
か
、
氏
の
文
章
は
冷
や
か
な
視
線
と
揶
揄
の
表
現
に
よ
っ

て
貫
か
れ
て
い
る
。

『
遠
東
耶
蘇
会
史
研
究
（
極
東
イ
エ
ズ
ス
会
史
研
究
）』

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

　『
遠
東
耶
蘇
会
史
研
究
』
は
十
二
章
か
ら
な
る
。
各
章
は
既
刊
の
学
術
誌

論
文
を
大
幅
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

『遠東耶蘇会史研究』
中華書局、2007年
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弟
子
聖
ト
マ
ス
の
中
国
到
来
に
関
す
る
東
西
の
伝
承
と
研
究
を
分
析
し
、
そ

の
伝
承
の
原
因
は
、
神
の
光
が
使
徒
時
代
に
す
で
に
中
国
大
陸
に
届
い
て
い

て
ほ
し
い
と
願
う
心
理
か
ら
来
た
も
の
だ
と
見
て
い
る
。
第
二
章
は
、
イ
エ

ズ
ス
会
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
渡
来
以

前
に
、
す
で
に
中
国
に
も
注
目
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
ザ
ビ
エ
ル
の
日

本
宣
教
は
、
中
国
宣
教
の
布
石
だ
っ
た
と
推
論
す
る
。
第
三
章
は
「D

eus

」

の
訳
語
に
関
す
る
考
察
で
あ
り
、
数
多
く
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
、
特

に
小
島
幸
枝
「
漢
訳
ド
チ
リ
ナ
の
音
訳
語
に
つ
い
て
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』

第
二
八
輯
）
と
土
井
忠
生
『
吉
利
支
丹
論
攷
』（
一
九
八
二
年
）
を
多
く
参
考

に
し
て
い
る
。「
天
主
」
と
い
う
言
葉
を
一
番
早
く
使
用
し
た
の
は
日
本
イ

エ
ズ
ス
会
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
概
念
の
漢
訳
を
め
ぐ
り
十
七
世

紀
に
巻
き
起
こ
っ
た
「
典
礼
論
争
」
に
触
れ
、
現
地
語
（
日
本
語
・
中
国
語
）

を
選
択
す
る
困
難
は
、
い
か
に
現
地
文
化
と
対
話
す
る
か
を
意
味
し
、
ラ
テ

ン
語
か
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
原
語
へ
の
固
執
は
、
現
地
語
・
現
地
文
化
と
の
対

話
を
避
け
る
こ
と
で
あ
り
、
推
敲
、
選
択
、
論
争
を
通
し
て
初
め
て
相
互
理

解
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
氏
の
観
点
は
う
な
ず
け
る
。
た
だ
、
ザ
ビ
エ
ル

が
「
大
日
」
を
も
っ
て
「D

eus

」
を
訳
し
た
こ
と
は
単
純
な
不
注
意
や
誤

り
で
は
な
い
と
い
う
岸
野
久
の
新
説
（『
西
欧
人
の
日
本
発
見
』
一
九
八
九
年
）

を
見
落
と
し
た
た
め
か
、「
大
日
」
の
誤
謬
説
を
踏
襲
し
て
い
る
の
が
瑕か

疵し

で
あ
る
。

　
本
章
以
降
の
付
録
は
中
国
語
圏
の
読
者
に
非
常
に
役
に
立
つ
だ
ろ
う
。
著

名
な
原
典
（
和
訳
）
を
中
国
語
に
部
分
訳
か
全
訳
し
て
い
る
。
付
録
１
は
、

ザ
ビ
エ
ル
が
コ
ー
チ
ン
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
宛
て
た
書
簡

（
一
五
五
二
年
一
月
二
十
九
日
付
）
で
、
日
本
人
の
性
格
や
宣
教
の
成
果
を
描

き
、
中
国
情
報
を
も
含
む
。
付
録
２
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
逝
去
前
に
書
い
た
手

紙
（
同
年
十
月
二
十
二
日
付
）
で
あ
り
、
中
国
上
陸
を
待
ち
焦
が
れ
な
が
ら

上
川
島
で
中
国
の
商
人
を
相
手
に
宣
教
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
彼
ら
の
誠

実
さ
を
褒
め
る
。
付
録
３
は
、
修
道
士
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
報
告
書
（
一
五

五
一
年
十
月
二
十
日
付
）
で
、
日
本
人
の
様
々
な
質
問
と
宣
教
師
の
回
答
を

記
録
し
、
当
時
の
日
本
人
が
い
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
概
念
を
理
解
し
よ
う
と

し
た
の
か
を
忠
実
に
記
録
し
て
い
る
。

　
第
四
章
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
漢
字
学
習
と
漢
字
研
究
の
歴
史
に
関
す
る
。

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
教
会
史
』
の
漢
字
に
関
す
る
記
述
を
長

く
引
用
し
、
宣
教
師
の
「
全
面
的
、
系
統
的
な
」
漢
字
認
識
の
成
果
を
認
め

る
。
第
五
章
は
、
中
国
茶
と
日
本
の
茶
道
に
関
す
る
宣
教
師
の
記
述
に
つ
い

て
、
ル
イ
ス
・
ア
ル
メ
イ
ダ
や
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
紹
介
を
「
猟
奇
的
」

と
す
る
い
っ
ぽ
う
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
記
述
を
「
茶
道
の
歴
史
と
文
化
を
よ
く

理
解
し
た
も
の
」
と
見
る
。

　
第
六
章
は
、
十
六
世
紀
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
の
政
府
が
も
っ
て
い

た
中
国
武
力
征
服
の
計
画
に
対
す
る
宣
教
師
の
反
応
（
賛
否
両
論
）
を
論
じ

る
。
複
雑
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
両
国
の
関
係
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
他
の

修
道
会
と
の
意
見
の
相
違
に
触
れ
な
が
ら
、
宣
教
師
が
採
用
し
て
い
た
現
地
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文
化
へ
の
適
応
策
は
、
中
国
征
服
が
不
可
能
だ
っ
た
た
め
に
や
む
を
得
ず
に

と
っ
た
方
策
だ
と
結
論
づ
け
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
陰
り
を
中
心
に
研
究
し
た

た
め
、
こ
の
よ
う
な
説
得
力
の
弱
い
結
論
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
第
七
章
は
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
商
業
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
宣

教
と
生
存
の
た
め
に
生
糸
、
胡
椒
な
ど
の
貿
易
に
携
わ
る
こ
と
は
理
解
で
き

て
も
、
純
粋
な
信
仰
伝
播
者
で
は
な
い
と
決
め
る
。
付
録
４
は
、
中
国
と
日

本
間
の
貿
易
に
関
し
て
お
こ
な
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
員
の
報
告
（
一
六
二
〇
年

二
月
十
日
付
）
で
あ
る
。
第
八
章
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
マ
カ
オ
管
区
代
表
と

日
本
貿
易
と
の
関
係
と
、
商
業
参
与
者
の
利
害
関
係
を
紹
介
す
る
。
付
録

５
「
マ
カ
オ
駐
在
日
本
管
区
代
表
規
則
」（
一
六
一
七
年
）
は
、
イ
エ
ズ
ス
会

が
貿
易
の
直
接
参
与
を
戒
め
て
お
り
、
必
需
品
の
購
入
に
関
す
る
厳
し
い
規

則
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
商
業
に
明
け
暮
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
九
章
は
巡
察
使
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
マ
カ
オ

政
府
と
締
結
し
た
生
糸
貿
易
契
約
を
詳
し
く
叙
述
す
る
。
こ
の
三
章
で
氏
が

多
く
依
拠
し
た
の
は
、
高
瀬
弘
一
郎
訳
注
『
イ
エ
ズ
ス
会
と
日
本
』（
一
九

九
三
年
）、
高
瀬
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
対
外
関
係
の
研
究
』（
一
九
九
四
年
）、

『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』（
一
九
七
七
年
）、『
イ
エ
ズ
ス
会
と
日
本
』（
一

九
八
一
、
一
九
八
八
年
）、「
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
生
糸
貿
易
に
つ
い
て
」（『
キ

リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
一
三
輯
）
で
あ
り
、
高
瀬
氏
の
観
点
を
応
用
し
て
い
る
。

　
第
十
章
は
、「
極
東
イ
エ
ズ
ス
会
の
通
信
制
度
」
を
詳
細
に
紹
介
す
る
。

イ
エ
ズ
ス
会
が
公
開
を
許
し
て
い
る
書
簡
は
信
用
度
が
低
く
、
公
開
さ
れ
て

は
困
る
も
の
を
よ
く
読
め
ば
、
都
合
の
悪
い
事
実
が
見
え
て
く
る
と
い
う
見

地
に
立
つ
。
こ
の
観
点
は
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
な
い
か
、
公
平
な
研
究

方
法
な
の
か
を
実
証
す
る
手
続
き
が
必
要
だ
ろ
う
。
主
な
引
用
文
献
は
松
田

毅
一
『
近
世
初
期
日
本
関
係
南
蛮
史
料
の
研
究
』（
一
九
六
七
年
）
と
柳
田
利

夫
「
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
制
度
と
日
本
〈
上
〉」（『
鎖
国
日
本
と
国
際
交
流
』
上

巻
、
一
九
八
八
年
）
で
あ
る
。

　
第
十
一
章
は
、
十
六
、
十
七
世
紀
、
極
東
の
主
教
任
命
を
め
ぐ
っ
て
繰
り

広
げ
ら
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
両
国
の
利
益
争
奪
戦
に
お
け
る
教
会

の
役
割
を
論
じ
る
。
マ
カ
オ
駐
在
中
国
主
教
と
日
本
主
教
の
任
命
の
プ
ロ
セ

ス
を
述
べ
、
主
教
任
命
は
宗
教
問
題
で
は
な
く
、
政
治
問
題
と
現
世
利
益
に

よ
る
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
教
会
史
』
と

チ
ー
ス
リ
ッ
ク
神
父
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
お
け
る
司
教
問
題
」（『
キ
リ
シ

タ
ン
研
究
』
第
九
輯
）
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
付
録
６
の
「
イ
エ
ズ
ス
会

の
各
階
層
の
職
務
」
は
参
考
価
値
が
高
い
。

　
第
十
二
章
は
、
江
戸
時
代
の
禁
書
制
度
と
漢
訳
キ
リ
ス
ト
教
書
籍
の
日
本

伝
播
に
関
す
る
も
の
で
、
禁
じ
ら
れ
た
書
籍
、
禁
令
か
ら
漏
れ
た
書
籍
を
紹

介
し
、
漢
文
に
よ
る
西
洋
思
想
と
科
学
技
術
の
伝
播
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ

る
伝
播
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
正
し

い
。
付
録
８
は
、
江
戸
前
期
の
反
キ
リ
ス
ト
教
の
禅
僧
雪
窓
宗
崔
『
対
治
邪

執
論
』
を
掲
載
す
る
。

　
氏
が
依
拠
す
る
文
献
の
大
半
は
欧
文
史
料
の
和
訳
と
日
本
人
研
究
者
の
論
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著
（
河
野
純
徳
訳
『
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
全
書
簡
』、『
榎
一
雄
著
作
集
』、

『
日
本
関
係
海
外
史
料
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
集
』、『
大
航
海
時
代
叢
書
』、
フ

ロ
イ
ス
『
日
本
史
』、
松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告

集
』
な
ど
）
で
あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
、
中
国
語
圏
の
読
者
は
日
本
に
お
け

る
研
究
成
果
に
幅
広
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
か
に
欧
文
文
献
の
中
国

訳
も
多
く
利
用
し
て
い
る
の
で
、
本
書
は
イ
エ
ズ
ス
会
極
東
宣
教
に
関
す
る

基
礎
文
献
と
多
く
の
先
行
研
究
を
備
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

『
澳
門
聖
保
禄
学
院
研
究
：
兼
談
耶
蘇
会
在
東
方
的
教
育
機
構
（
マ
カ
オ
・

聖
パ
ウ
ロ
神
学
校
研
究
）』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

　『
澳
門
聖
保
禄
学
院
研
究
』
は
、
前
書
か
ら
六
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
聖
パ
ウ
ロ
神
学
校
教
会
の
焼
け
跡
は
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
、

マ
カ
オ
の
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
マ
カ
オ
の
ほ
と
ん
ど
の
書

店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
評
者
が
二
〇
一
五
年
秋
に
マ
カ
オ
を
調
査

し
た
と
き
に
確
認
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
本
書
は
五
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
大
学
と
イ
エ
ズ
ス
会

の
教
育
理
念
と
実
践
を
述
べ
、
日
本
の
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
経
験
が
聖
パ
ウ
ロ

神
学
校
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
す
る
。
第
二
章
は
聖
パ
ウ
ロ
神
学
校
の
設
立

を
め
ぐ
り
、
創
立
者
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
構
想
と
動
機
、
そ
れ
に
対
す
る
反

対
を
紹
介
し
て
、
日
本
国
内
の
弾
圧
に
よ
り
府
内
コ
レ
ジ
オ
の
存
続
が
で

き
な
く
な
っ
て
か
ら
聖
パ
ウ
ロ
神
学
校
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
極
東
の

も
っ
と
も
重
要
な
コ
レ
ジ
オ
と
な
っ
た
と
位
置
づ
け
る
。
第
三
章
は
神
学
校

の
人
員
構
成
及
び
そ
の
組
織
と
シ
ス
テ
ム
、
現
地
修
道
院
と
の
関
係
を
紹
介

し
、
第
四
章
は
神
学
校
の
教
育
内
容
（
ラ
テ
ン
語
、
倫
理
神
学
、
哲
学
、
神
学
）

及
び
学
生
の
生
活
の
時
間
割
を
詳
述
す
る
。
第
五
章
は
神
学
校
の
資
金
、
収

入
、
支
出
を
分
析
す
る
。
最
後
の
付
録
は
日
本
の
コ
レ
ジ
オ
で
使
用
さ
れ
て

い
た
ゴ
メ
ス
『
天
球
論
』
の
中
国
訳
で
あ
る
。
聖
パ
ウ
ロ
神
学
校
で
も
利
用

さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
だ
と
い
う
。

　
本
書
は
、
主
な
史
料
と
し
て
高
瀬
弘
一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
化
と

諸
相
』
の
第
二
部
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
マ
カ
オ
に
お
け
る
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

の
教
育
機
関
」
に
依
拠
す
る
。
聖
パ
ウ
ロ
神
学
校
に
関
す
る
中
国
語
に
よ
る

研
究
が
少
な
い
た
め
、
氏
の
紹
介
す
る
多
く
の
日
本
語
文
献
は
中
国
語
圏
の

読
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で
あ
る
。

『澳門聖保禄学院研究』
社会科学文献出版社、2013年
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『
耶
蘇
会
士
与
晩
明
海
上
貿
易
（
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
明
朝
晩
期
の
海
上
貿
易
）』

（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）

　
氏
の
最
新
著
書
『
耶
蘇
会
士
与
晩
明
海
上
貿
易
』
は
八
編
の
論
文
か
ら
成

る
。
大
半
は
前
記
『
遠
東
耶
蘇
会
史
研
究
』
か
ら
派
生
し
、
さ
ら
に
研
究
が

深
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
１
「
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
と
中
国

―

明
朝
晩
期
の
中
国
教
区
の
行
政
的
所
属
」、
２
「
宣
教
師
の
新
し
い
服
装

―
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
衣
替
え
と
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
文
化
適
応
政
策
」、

３
「〈
殉
教
図
〉
考

―
宣
教
権
保
護
の
問
題
と
イ
エ
ズ
ス
会
・
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
会
の
確
執
」、
４
「
キ
ャ
ピ
タ
ン
考

―
マ
カ
オ
・
日
本
の
貿
易
と
イ

エ
ズ
ス
会
の
商
業
活
動
の
問
題
若
干
」、
５
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
明
朝
晩
期

の
マ
カ
オ
・
日
本
の
生
糸
貿
易
の
問
題
若
干
」、
６
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
明

朝
晩
期
の
マ
カ
オ
・
日
本
の
紡
績
品
貿
易
の
問
題
若
干
」、
７
「
宣
教
師
と

黄
金

―
明
朝
晩
期
の
マ
カ
オ
・
日
本
貿
易
を
背
景
と
し
て
」、
８
「
陸
若

漢
（
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
）
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
る
。

　
本
書
に
お
け
る
初
出
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
が
イ
エ
ズ

ス
会
の
修
道
服
か
ら
中
国
の
僧
侶
服
と
儒
者
服
へ
着
替
え
た
こ
と
を
、
現
地

の
伝
統
と
価
値
観
に
合
わ
せ
た
努
力
と
し
て
取
り
上
げ
た
章
で
あ
る
。
ま
た
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
日
本
で
受
け
た
教
育
、
豊
臣
秀
吉
と
徳
川
家
康
と
の
関
係
を

詳
し
く
紹
介
し
た
の
も
新
し
い
試
み
の
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
に
関
し

て
は
、
主
に M

ichael C
ooper 

の Rodrigues the Interpreter: an Early Jesuit 

in Japan and C
hina 

の
和
訳
『
通
辞
ロ
ド
リ
ゲ
ス

―
南
蛮
の
冒
険
者
と
大

航
海
時
代
の
日
本
・
中
国
』（
松
本
た
ま
訳
）
を
参
照
し
て
い
る
が
、
こ
の
和

訳
は
流
麗
な
い
っ
ぽ
う
、
英
文
原
著
の
注
釈
を
す
べ
て
省
略
し
て
い
る
た
め
、

原
著
に
あ
る
多
く
の
情
報
が
脱
落
し
て
い
る
の
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

　
戚
氏
の
研
究
は
豊
富
な
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
語
圏
に
お

け
る
イ
エ
ズ
ス
会
研
究
が
大
き
く
進
歩
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
と
い
え
る
。

東
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
研
究
は
、
日
本
人
研
究
者
の
成
果
を
共

有
す
る
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
戚
氏
の
著
書
よ
り
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
中
国
語
に
よ
る
研
究
成
果
の
さ
ら
な
る
刊

行
に
期
待
し
た
い
。

『耶蘇会士与晩明海上貿易』
社会科学文献出版社、2017年




